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　東京都や川崎市は、ハウスメーカーや建売り建築会社に対して一定割合のＰＶ発電パネル付きの住宅

の販売を義務付ける。国も2030年に、新築戸建て住宅の６割が太陽光発電を行うことを目指している。

しかし、発電をしないで済む言い訳を探す人は残念ながらまだなくならない。そうした言い訳の中で、

善意の人を迷わせる言説として、ＰＶパネルはリサイクルできない、というものがある。果たして事実

はどうだろうか。三菱ケミカルグループの㈱新菱が、６月から操業を開始したＰＶパネルのリサイクル

工場を、定点観測地の北九州で見学してきた。

　聞くところによると、ＰＶパネルのリサイクルでは、表面のガラスと発電する半導体セルとの間が樹

脂（ＥＶＡ樹脂と呼ばれる）で接着されており、これをスムーズに剥離することが比較的難しいため、

よく分別された有価性の高い物を回収することへの妨げになるという。これに対するリサイクル技術と

しては、大別すると、全体を粉砕した上で機械選別する方法、加熱したナイフの差し込みや粒状物質の

投射によってガラスを分離する方法、そして、ＥＶＡを熱分解することでガラス板を分離する方法など

がある。新菱の方法は、３番目のタイプに属する。ユニークな点は、ＥＶＡを嫌気雰囲気で加熱分解し

てそのガスの燃焼エネルギーも使ってＰＶパネル全体を、いわば蒸し焼き（500℃の加熱）し、このこ

とによって、下流での資

源回収を容易にする、と

いう点である。ＣＩＳ系

を含めた物性の違いやサ

イズの大小など広い範囲

のＰＶパネルの処理に対

応可能な由であった。

　この技法のマテリアル

バランスを見よう。おお

むね90トン弱の重量に

なる１MWのＰＶパネル

を処理すると、アルミが

約13トン、グラスウー

ルなどに使うガラスカ

レットが約54トン、銀や銅などの金属が約１トン回収されることとなるそうで、路盤材などとしてリ

サイクル処理した場合に比べて収益性が高い産出物構成になっている。さらに、ＥＶＡを燃料に使う点

などで投入エネルギーは比較的に少なく、その両面から、パネルの受け入れ処理料金は、今日の相場の

価格（１kW のパネル当たりでおよそ9,000円）で、ビジネスとして確実に成り立つ由であった。設備投

資をしっかり行っているので、フローの処理単価が安く、かつ有用物の分別もしっかりできる、という

ことなのだろう。技術的、ビジネス的には、大いに信頼できそうだ。今後は、採算点以上の数量で、被

処理パネルをたくさん持ち込んでもらい、産物の販路を確保する、ということがポイントになろう。ち

なみに、同社の目論見は、年間９万枚（発電能力換算22MW）を受け入れることだそうである。

　商材確保や販路に関しては、工場が立地する北九州市若松区のエコタウン地区には、いろいろなリサ

イクル企業が立地しているので、情報が集積され、さらに物理的にも商材の集荷や生産物の出荷が円滑

に、かつ横持ち費用が少なくて行える点でとても有利である、と同社は述べていた。論者の問題意識の

原点は経済地理であるが、なるほど、これが集積の利益、都市の力だなと改めて教えられた。

　将来の夢も聞いてみた。これから大量に出てくるＰＶパネルや蓄電池（ＬｉＢ）の、リサイクルばか

りではなく、使える物のリユースの仕組みをつくること、そして、リサイクルする場合にあっては、特

にガラスの水平リサイクルに挑戦したい、とのことであった。本欄でも、４回続けて循環経済と脱炭素

のマリアージュを取り上げたが、ここではやるべきことがなお多い。関係者の奮闘をお祈りする。
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EVA熱分解処理炉

高度選別ライン

薄膜Si系
結晶Si系

ガラスカレット

アルミ枠 板状リサイクルガラス

シリコンセル（銀） 銅線

アルミ枠・板状ガラス回収

ガラス・セル・銅線高度選別

金属検査

資源回収

サーマルリサイクル

資源回収


